
項 ⽬ 内 容

名称 アンセリン [英]Anserine [学名]-

概要 アンセリンは、β-アラニンと3-メチル-L-ヒスチジンより構成されるジペプチドであ

る。イミダゾール基を有するため、イミダゾールジペプチドのひとつとされる。ラ

ットや鶏、⿂では⾻格筋や脳を中⼼に各組織に存在するが、ヒトではほとんど⾒ら

れない。なお、健康⾷品としては、鶏⾁抽出物が使⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・分⼦式︓C10H16Ｎ4O3、分⼦量240.263 (101) 。

・⾷⾁、⿂⾁中に含まれる (102) 。

分析法 ・⾁⾻粉中のアンセリンをUHPLC-MS/MSで分析した報告がある

(PMID:30634388) 。

・鶏の胸筋および⼤腿筋中のアンセリンをHPLCで分析した報告がある

(PMID:24235239) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=30634388&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=24235239&dopt=Abstract


評

価

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 RCT

・⾎中尿酸が⾼めの男⼥70名 (試験群35名、平均45.5±9.2歳、⽇本) を対象とし

た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アンセリン50 mg/⽇を12週間摂

取させたところ、平常時およびプリン体⾷品 (5'-リボヌクレオチド⼆ナトリウム

3.5 g含有) 負荷試験240分値の⾎中尿酸の低下が認められた。⼀⽅、負荷試験にお

ける尿中尿酸排泄量や尿酸クリアランス、酸化ストレスマーカー (尿中8-OHdG) 、

疲労の⾃覚症状 (VAS) 、QOL (SF-8) に影響は認められなかった (2018265748)

。

脳・神経・

感覚器

RCT

・健康な成⼈男性17名 (平均35.5±5歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオーバ

ー無作為化プラセボ対照試験において、アンセリン飲料200 mL (アンセリン11  

mg/kg) を摂取した20分後に、等尺性収縮運動を5分間、安静15分後に再度3分間

⾏ったところ、⼤腿直筋の筋電図の疲労⾓度指標 (AFI) における疲労進⾏が抑制さ

れた (2015030537) 。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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